
（別紙４）

～ 令和8年1月30日

（対象者数） 3名 （回答者数） 3名

～ 令和8年1月30日

（対象者数） 2名 （回答者数） 2名

～ 令和8年1月30日

（対象数） 3件 （回答数） 3件

～ 令和8年2月6日

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・自宅でも教材の提案、提供を行えるように利用者に合った

教材の提供を訪問先と情報共有し行っていく。

2

3

・保育所等訪問支援を利用したことで、課題や困りごとが解

消、課題解決することができるようにカンファレンスの場以外

でも情報共有を図っている。

・保護者や訪問先からの課題や相談に対して迅速な対応を行

い、情報共有から支援の統一を図りながら保護者、訪問先、事

業所が一体となり課題解決に取り組んでいる。

・保育所等訪問支援を実施した日に、その日の様子について自

宅へ訪問を行い報告を必ず行っている。

　その際に、日常の困り感などの相談を聴きながら情報の共有

を図っている。

・訪問先施設での様子報告時に、提案した内容について自宅で

も取り入れられることについて提案を行いながら、次回の訪問

の際に様子の確認を行い支援の統一が図れるように取り組んで

いる。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・訪問先には教材の提案を行っているが、自宅で使用する教具

教材について不足している。

令和8年1月8日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年2月2日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和8年1月8日

○事業所名 保育所等訪問支援事業　スマイルシード潮見町

○保護者評価実施期間 令和8年1月8日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


